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ご説明内容のまとめ

➢ スマートメータ（Aルート）の現行スペックは、DER活用上
の障害とはなっていない。なお、関連する能力拡充は有益。

⇒ 需給調整市場のように細かい粒度が必要なものについては

現行のBルートやパルス計量により対応する方が合理的。

➢ 一方で、計量器性能の中では、現在他の審議会において
議論の進む差分計量など、特定計量の適用範囲が拡大し
た場合、時刻データを持つMDMSの活用が将来にわたって
非常に有益。

➢ 特に、再エネ大量導入を視野に入れると、複数のDERが家
庭内に入った場合等、MDMSの高能力化が必要。
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